
          急性期病院としての当院の役割と退院支援について 

当院は、突然の病気やけが、重い症状のある患者さんに対して、専門的で高度な医療を提供する「急

性期病院」です。 

そのため、病状が安定し、急性期に必要な専門的な治療が終了した患者さんには、退院や他の病院へ

の転院をお願いすることがあります。これは、次に必要とされる重症患者さんを受け入れるための大切

な準備です。 

 

     入院から始まる退院支援 

患者さんの入院が決まった時点から、退院後の生活についての準備が始まります。 

入院前や入院直後に、患者さんやご家族と面談を行い、生活環境やご希望などを伺います。 

その情報をもとに、患者さん一人ひとりに合わせた退院支援計画を立て、医師・看護師・ソーシャル

ワーカーなど多職種が連携して支援を進めます。 

 

           退院後の生活を一緒に考えます 

退院後も安心して療養や生活ができるよう、患者さんやご家族の気持ちを大切にしながら、次の療養

先や在宅生活の準備を進めます。 

「どんな治療を続けたいか」「どんな暮らしを望んでいるか」など、患者さんの思いを尊重しながら、

地域の医療・福祉サービスとつなげていきます。 

 

           転院のご提案について 

中空知地域では、回復期や療養型の病院が限られているため、他の地域への転院をご提案する場合が

あります。 

より専門的な医療を受けることで、患者さんの回復や生活の質を守ることができます。 

その方にとって最適な療養先をご提案いたしますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

        在宅療養を希望される方へ 

在宅での療養を希望される場合は、患者さんの状態に応じた社会資源（訪問看護、介護サービスな

ど）の情報をご提供し、関係機関と連携して準備を進めます。 

退院前にはカンファレンス（話し合い）を行い、安全に在宅療養が始められるよう支援します。 

 

       退院支援は「その人らしい生活」への第一歩 

退院支援は、患者さんが再び社会とつながり、自分らしい生活を送るための大切なステップです。 

私たちは、患者さん・ご家族の声に耳を傾け、その人にとっての「幸せ」を一緒に考え、実現できる

ように支援してまいります。 

 

   ご不安なことがあれば… 

退院支援についてご不明な点やご不安なことがございましたら、どうぞお気軽に支援担当者までお声

がけください。 


